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探究活動の充実
【主体的に学ぶ力、思考力・判断力を身に付ける】

　地域に根差した学校として、「地域の交通」「地元の食材」等を

テーマに、課題や面白さを発見、探究します。行政や地元の方々の

協力のほか、連携クラス生徒には探究活動における金銭的な補助も

あり、より充実した体験や学びを得ることができます。

【県外への探究学習（１泊２日）】

　令和元年8月、連携クラスの生徒8名が兵庫県村岡高校との探究
学習に参加しました。地域の観光地や商店街を実際に歩き、

高校生同士で交流することにより、新たな視点を得ました。

令和２年度より修学旅行の時期に海外研修を企画していました。英語を

公用語とするアジアの国で実際に英会話で交流することで、社会で求め

られている英語力やグローバルな視野を育成できます。令和４年度は、

コロナ禍により目的地をシンガポールから東京に変更しましたが、今後

は状況を見ながら実施に向けて準備していきます。

コロナ禍以前は、連携クラスの代表生徒が越前町の姉妹都市モンテバロ

市でホームステイしました。

海外研修の実施

国際交流

【町長プレゼンテーション】

　探求学習の成果を、年に一度越前

町に提案します。

　「ごろごろ丹生ソース」が町の給

食メニューに採用されました。

　令和４年４月１５日、「道の駅　

パークイン丹生ヶ丘」がリニューア

ルオープンしました。オープンに際

し、連携生が考案した「ごろごろ丹

生ソース」が期間限定で提供され好

評を得ました。地域の野菜を使用

し、何度も試作を経た料理です。

令和元年度までの国際交流活動

海外の高校生による連携クラス訪問が行われていました。

連携生が簡単な日本料理の作り方を英語で説明し、手巻き寿司

などを一緒に作りました。料理、学校生活、趣味、街の様子など様々な

話題について英語で話しました。英語でコミュニケーションを取る楽しさを

実感しました。コロナ禍により、現在はオンラインでの交流を行っています。

使える英語力の獲得

グローバルな視野の育成

令和３～４年度の国際交流活動

コロナ禍の現在は、海外の学生・生徒とオンラインによる交流を行っています。

令和3年度はシンガポール大学の学生と交流し、英会話の実践的な体験をする
だけでなく、海外の大学の高度な学びに触れることができました。令和4年度はオーストラリアのバ
ードウッド校とzoomを使い、両国の生活文化のプレゼン交流会を行いました。画面越しに折り紙の
作り方を教えるために、英語も日本語も身振りも駆使して伝えました。交流会後には「もっと英語で

話したい！」など、語学への意欲が高まっている様子でした。



第16期生
サマースクール　NYU探究サマースクール

各種英語検定を受験するための対策講座を開きます。

訪問授業やウィンタースクールで英語検定受験の支援を行い、

高校入学後も、引き続き実施します。

福井県高等学校英語弁論大会等にも、

連携生は積極的に参加しています。

毎年冬、大学や他の高校の先生をお招きし、

専門的な講義を聞いたり、グループ活動を行ったりします。

高校入学後の学習や、高校卒業後の進路について考える

良い機会になっています。

ウィンタースクール・
土曜講座

英語検定受験の支援

７/２６(火)、８/３(水)、８/４(木)に、１６期生が初めて全員で集合し
ました。当日は、ペアワークやグループ活動を通して親交を深めていき

ました。



８期生（Ｈ２９年度卒業）松田　拓巳さん

　私は現在、福井で地方公務員として働いています。今年の４月に社会人１年目として入庁しました。私は観光に関す

る業務を担当しており、観光イベントの準備・運営を行ったり、他の市町のイベントに参加して観光PRを行う「出向宣

伝」を行ったりしています。観光に関する仕事は正解がなく、難しいところもありますが、様々な知識や能力が身に付

く仕事だと思います。

　私の出身大学は、福井大学の国際地域学部地域コースです。課題探求プロジェクトなどを通して地域のこと・福井の

ことを学びました。プロジェクト活動の一環として、「高齢者のためのスマホ相談会」というイベントを開催しまし

た。学生だけでイベントを開催することは大変なことでしたが良い経験となりました。

　連携クラスはクラス替えが行われないので、仲が良い友達と安心して過ごすことができます。私の学年は優しく温か

い人が多かったので、ゲームに勉強にといつもみんな一緒でワイワイやっていました。大学受験勉強などの辛い時間は

お互いに励ましあって乗り越えることができました。修学旅行などの楽しい時間は、大学生、社会人になってからも

「本当に良いものだったな」と今でも大切な記憶として思い出されます。連携クラスに入られた方は「連携クラスの同

級生」と「連携クラスで過ごす時間」は絶対に大切にしてください。



〇 認定予定人数・・・・・同一学年から 25 名以内
 〇 奨学金月額・・・・月額 8,000 円 （返済不要）



 中学校での学習で優秀な成績を収めている方

 部活動に積極的で、大会入賞などを果たし、学業も努力を続けている方

８期生（Ｈ２９年度卒業）　酒井　希望さん

　私は現在、耳鼻科・眼科・歯科・皮膚科・形成外科の混合病棟で看護師として働いています。患者さんの入院期間も

様々で、幅広い知識が求められ大変ですが学ぶ事が多くやりがいを感じています。

 進学した大学は、福井県立大学看護福祉学部看護学科です。授業では看護師役と患者役になりきり実技やコミュニケー

ションをとるなど、実際を想定し学ぶ機会がありました。実習や国家試験は大変でしたが、無事に看護師としての生活

を送っています。大学では、学校祭の運営チームや、献血ボランティアサークルに所属し、多くの仲間と有意義な学生

生活を過ごせました。

　私は高校時代にカナダへホームステイをしました。体験前には先生方の協力を得て面接の練習をしてもらい、無事に

ホームステイに行くことができました。英語の勉強はもちろん、多文化の空気を感じられる貴重な体験でした。

 丹生高校の中高一貫クラスは、少人数で学べる点がメリットです。高校時代は数学が苦手でしたが、先生との距離が近

いため質問しやすい環境でした。生徒同士も、一緒にいる時間が長いので団結力が強いです。学校祭はもちろん、受験

の時もお互いを支え合い、高め合える関係性になれました。進路を決めるのは不安も多いかと思いますが、ゆっくり考

えてみてください。

・越前町中高一貫クラス生徒募集要項発表（中２） 　　　　　　１０月　上旬
・中３連携生大学訪問 （福井大学）　　　　　　　　　　　　　１０月１２日
・越前町内中２生対象丹生高校見学・交流会 　　　　　１０月２７日、２８日
・土曜講座 　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１月５日、１２月１０日 
・中３・高１連携クラス交流会　　　　　　　　　　　　　　　 １１月１７日
・中２保護者丹生高校見学会・個別相談会 　　　　　　　　　　１１月１９日
・キャリア教育セミナー（高２）　　　　　　　　　　　　　　 １２月　７日
・ウィンタースクール（中３）　　　　　　　　　　　 １２月２６日、２７日

活躍する卒業生

青雲特待生

SCHEDULE
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